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2022 年度進捗報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 10 ⽉ 17 ⽇ 
● 事 業 名 ： 当事者主体の再犯防⽌・社会復帰⽀援事業 
● 資⾦分配団体 ： 更⽣保護法⼈⽇本更⽣保護協会 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈のわみサポートセンター   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
達成時

期 
現在の指標の達成状況 

進捗状
況＊ 

1.帰住先のない刑務所等
出所者が、出所前に⽀援
者と⾯会し、出所⽇には
迎えに来てもらい、住ま
いと居場所、仕事と仲間
を得られる状態になる。 

'①⽀援を受けた刑務所
出所者数 
②⽀援者との、定期的な
接触・⾯談の回数が確保
されている。 
➂⽀援内容・⾯談内容に
ついて、その都度記録が
取れている。 

①年間２４⼈程度。 
➁毎⽇シェルターを訪問し様
⼦を把握する。少なくとも２⽇
に１回は、事務所ないしはシェ
ルターで本⼈と話をしている。
（接触状況が記録上確認でき
る） 
③⽀援内容、⾯談内容につい
て、きちんと記録が取れてい
る。 

① 2023
年 3 ⽉ 
② 2023
年 3 ⽉ 
③ 2023
年 3 ⽉ 

① ７⼈ 
② 最低週 5 ⽇はシェルターを訪問し様⼦を把

握している。 
③ ⽀援内容、⾯談内容について、その都度記録

が取れている。 
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2.元当事者が⽀援者とし
て、他の⽀援者と⼀緒に
出所者を⽀援する活動に

'①⽀援を受けた刑務所
出所者のうち、⽀援活動
への参加について、スタ

'➀出所者の適性（性格、能⼒、
倫理観、本⼈の関⼼等）を⾒極
めながら、⽀援者になれる可能

①2023
年 3 ⽉ 

① １⼈(Y さん) 
② Y さんは元経営者で、適性があり、フードバ

ンクの仕事や便利屋の仕事を⾏いながら、当
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参加する ッフ側から声を掛けた⼈
数。 
➁当事者⽀援者（候補者
含む）に対して、倫理観
の育成、⽀援スキルの獲
得等、必要な研修が実施
されている。 

性があると判断した⼈につい
ては、その全員に声をかけてい
る。 
➁当事者⽀援者に対して⾏っ
た、学びの機会、研修等が⼗分
に⾏われている（⽇程・内容） 

事者⽀援者の⽀援について、倫理観の育成や
⽀援する際の姿勢など、複数の⽀援者が常に
そばにいて、実践しながらその都度アドバイ
スや話し合いを⾏っていたので、必要な研修
や学びの機会は⼗分に⾏われていた。 

３．シェルターからアパ
ート等への⾃⽴⽀援を⾏
う 
（2022 年４⽉追加） 

'➀シェルターからアパ
ート等への⾃⽴に向けた
⽀援を⾏った⼈数 
➁⾃⽴に向けた具体的な
⽀援が⾏われている。 

➀⽀援につながった全員 
➁当事者の希望に添った「具体
的な」⾃⽴⽀援が⾏われている 
【履歴書の作成⽀援、⾯接⽀援
（練習等）、就労関係機関（HW、
愛知県就労⽀援事業者機構等）
へのつなぎ、協⼒的雇⽤主の紹
介、⽣活保護の申請⽀援、⾃⽴
先確保⽀援（不動産屋への同
⾏、物件の下⾒等）】 

①2023
年 3 ⽉ 

① 2名がアパートに⼊居。１名が住込みの仕事
へ⾏った。2名が再犯して拘留中。2名が現
在シェルターに住んでいる。 

② １名が年⾦⽣活、残りの６名が⾼齢や病気の
ため⽣活保護を受給。うち７０代の１名が住
込みの仕事へ⾏き、⽣活保護を廃⽌。４０代
の１名が体調が良い時は⽇雇いの仕事をし
ている。 
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４．団体の組織基盤の強
化に取り組む 

'①組織上の課題を団体
内がしっかりと把握でき
ている（経理・⼈事・労務
関係等含む） 
➁組織を強化する意思を
持って、課題の改善に取
り組んでいる 

➀組織上の課題を外部に説明
できる状態に整理できている 
➁外部からの⽀援を受け⼊れ
て、具体的な改善が進んでい
る。 

①2023
年 3 ⽉ 

➀⾮営利評価センターより 1.中⻑期計画がない
為後継者の雇⽤と育成が停滞している。資⾦の
確保(職員がボランティアで謝⾦の為雇⽤契約
がない)と事業承継⾯(⽀援技術が明⽂化されて
おらず、特に再犯防⽌についてはスキルやリス
ク管理) が不⼗分と指摘。2.組織の意思決定と情
報の共有、情報の開⽰が規定通りになっていな
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い。また、個⼈情報保護規定がないので制定が必
要。3.現在の監事が内部に⼊り込みすぎている
ので第三者的な監事がもう⼀⼈必要。等外部に
説明できる状態に整理できている。 
➁1.については中⻑期計画と後継者の為の資⾦
確保と承継マニュアルを現在作成中。2.につい
ては個⼈情報保護規定の制定と規定通り実⾏で
きるようにルールを策定中。3.については⼈材
を検討中で下半期に上記の具体案を理事会に諮
り、承認されれば実⾏する予定である。 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. (任意）活動に関する報告 
① 21 年度から⼀般就労をめざしていた 62 才の Y さんの就労相談を受けていたが、仕事の内容と賃⾦との折り合いがつかず、採⽤されても断っていたの
で、便利屋やフードバンクの仕事に従事し、対⼈⽀援の適性があるので当事者⽀援者としても 6 ⽉ 1 ⽇から本格的にスタートし、⾃⽴した⽣活ができるよ
うになったが、急に体調が悪くなり、8 ⽉に癌と診断され、9 ⽉に⼊院⼿術となったため、いまだ復帰できていない状態である。 
② 22 年度受け⼊れの 7 名はほとんど⾃分の⽣活で精⼀杯で、他⼈の世話なんて全く考えられない状態です。 
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③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等）   なし 
2.広報制作物等   チラシ、名刺、ポスター等 
3.報告書等   なし 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等）   なし 

添付資料 
活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 

 
松島シェルター⽞関前で⼊居者が談笑                     松島シェルターの⾷堂 
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ｱｰﾊﾞﾝ円⼭荘 101 のシェルターの居間 


